
LDLアフェレーシスを施行したステロイド抵抗性巣状糸球体硬化症の1例にお
けるリポ蛋白組成の変化

＜はじめに＞　LDLアフェレーシス(LDL-A)とは、体外循環

によりVLDL, LDLなどのアポB含有リポ蛋白を吸着除去する

治療法で、通常家族性高コレステロール血症ホモ接合型な

どの難治性高脂血症に用いられるが、難治性ネフローゼ症

候群である巣状糸球体硬化症(FGS)においても有効性が言

われている。今回、我々はステロイド抵抗FGSに対してLDL

-Aを施行した1例を経験し、各リポ蛋白の組成の変化を経

過観察したので報告する。＜方法＞　リポ蛋白泳動は、コ

レトリコンボ(㈱ヘレナ研究所)、生化学項目は、TBA-200

FR NEO(㈱東芝)にて測定した。＜症例と経過＞　13歳、女

性。2月19日ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群の疑いで

当院に転院となる。入院時検査結果、尿蛋白23.3 g/day、

TP 3.4 g/dl、ALB 1.7 g/dl、TC 612 mg/dl、TG 606 mg

/dl、BUN 97 mg/dl、CRE 1.15 mg/dl。3月1日より、ステ

ロイドパルス療法を2クール施行するが腎機能改善せず。

腎生検の結果、FGSと診断され4月15日よりLDL-Aを5回施行

した後、再度ステロイドパルス療法を1クール施行。5月12

日には尿蛋白 4.7 g/day、TP 5.6 g/dl、ALB 3.5 g/dl、

TC 245 mg/dl、TG 302 mg/dl、BUN 15 mg/dl、CRE 0.49

mg/dlと改善した。＜結果＞　1回目のLDL-A前後で、LDL-

コレステロール(LDL-C)は240から61 mg/dl、LDL-TGは162

から42 mg/dl、VLDL-TGは171から61 mg/dlと著しく低下

した。HDL-コレステロール(HDL-C)やVLDL-コレステロール

はあまり変化がなかった。4日後の2回目のLDL-A前には、

LDL-C(119 mg/dl)とVLDL-TG(194mg/dl)の上昇が顕著で

あった。その後、LDL-Cは50～140mg/dl、LDL-TGは47～

175 mg/dl、VLDL-TGは92～316 mg/dlを上下しながら推移

し、5回のLDL-A施行後(3週間後)には、LDL-Cは97mg/dl、

LDL-TGは42 mg/dl、VLDL-TGは194 mg/dlとなった。ステ

ロイドパルス療法施行後は、HDL-CやLDL-Cの上昇が認めら

れたが、尿蛋白は減少しTPの上昇も認められ、ネフローゼ

症状は改善した。＜まとめ＞　今回、リポ蛋白を選択的に

除去するLDL-Aにおけるリポ蛋白組成の変化を、コレトリ

コンボによって把握することが可能であった。
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